
こうした構成は、若い方々に邦楽

をご理解いただきたい、最後まで

聴いていただきたいという期待か

らでございます。 

 演奏曲は、名曲「春の海」をは

じめ、いずれも宮城先生の代表曲

中の代表曲でございます。｢春の

海｣を合奏しましたとき、涙を流

して聴いてくださった方が少なく

なかったと後でお聞きしまして、

私どもも感激しましたことを覚え

ております。 

 終曲の｢越天楽変奏曲｣は厳かで

格調高い曲でございますが、私ど

もにとりましても、昭和22(1947)

年の桐絃社創立演奏会の締めくく

りに演奏した“記念の曲”で、そ

れ以来、私どもでは重要な節目で

演奏する大切な曲としております。

ですので、第１回｢宮城道雄をし

のぶ箏の夕べ｣で｢越天楽変奏曲｣

を演奏いたしましたことは、この

シリーズに寄せる私どもの期待、

意気込みがいかに大きかったか…

ということでございます。お察し

くださいますと幸いです。 

 おかげさまで第１回は、会場の

大阪厚生年金会館中ホール(定員

1110人) は超満員となり、熱気に

あふれました。６月下旬というこ

ともありまして、客席は暑くてた

まらなかったという“感想”を後

でたくさんいただき、恐縮いたし

ました〔笑い〕。 

 ただ、開催日(６月23日)は、私

どもが希望して設定していただき

ました。これは宮城先生のご命日

(６月25日)にちなんだもので、｢し

のぶ夕べ｣の演奏会タイトルと、

いわばセットでございました。第

２回以降も、そのような日取りに

していただいております。 

 

主な宮城作品 ほぼ演奏 
 

1973年の第１回から今日まで、た

くさんの箏曲作品をお聴かせくだ

さいました。 
 

中島 当初は宮城先生の作品だ

けで構成し、その中に「春の海」

を必ず入れる心づもりでしたが、

邦楽を知っていただくためにもう

少し幅を広げようということにな

りまして、程なくして宮城作品だ

けでなく、先生がお好きだった古

典曲、同じ時代に活躍された方々

の作品、そして評価の高い現代曲

なども取り上げることにいたしま

した。ただ、どの回も終曲には、

宮城箏曲ならではの規模の大きな

箏合奏曲を配しています。それに

より、宮城先生の主要な作品はこ

れまでに、ほぼお聴きいただけた

と思います。 

 回を重ねるにつれ、プログラム

構成に苦労するようになりました

のは事実でございますが、桐絃社

門人の意見も採り入れながら工夫

し、演奏会として豊かな内容をお

おくりすることができたと、私ど

もは自負しております。 
 

会場も、1991(平成３)年の第19回か

ら､いずみホールに移りました。  

中島 大阪厚生年金会館(1968年

開館、2010年閉館)の中ホールは響

きが良くて、須山先生も私もお気

に入りでしたが、昭和60年ころか

ら ｢座席がギシギシ鳴る｣、｢座り

心地が悪くなった｣ というご指摘

が聞かれるようになりました。老

朽化ですね。私どもも心配してい

るところへ、大阪新音さんから

「先頃(1990年)オープンした“い

ずみホール”はクラシック専用を

うたっていますが、邦楽演奏会も

可能ということです。この際、移

ったらどうでしょう」と仰ってく

ださったので、引っ越した訳でご

ざいます。須山先生は「音響がす

ばらしい、演奏しがいがある」と

大変喜ばれました。私も、音響は

もとより、豪華ながら落ち着いた

雰囲気に感激しました。しかし、

ステージに幕がありませんので、

一門には抵抗する者もおりました

が〔笑い〕「お客さまに、暗転中の

舞台替えをご覧いただくのも趣向

であるし、きびきびと動けばきっ

と感心してくださる」と押し切り

ました。ご来場の皆さまには予想

どおり大好評で、いずみホール

(現 住友生命いずみホール)での演奏

会は、私どもにとりましても誇れ

る会でございます。 
 

“むすびの会”を迎えてのご心境

をお聞かせください。  

中島 私はことし満100歳となり

ます。その半生をかけて｢宮城道

雄をしのぶ箏の夕べ｣シリーズに

取り組ませていただきました。お

かげさまで、箏曲家人生の大きな

宝の一つとなりました。 

 ご支援くださいました皆さまに

心よりお礼を申しあげます。あり

がとうございます。 

（取材・記事 大阪新音） 
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私の人生の宝 
50回・50年にわたり、「宮城道雄をしのぶ箏の夕べ」

のシリーズを牽引していただいた中島警子さんに、

お話しをうかがいました。 

 


